
学校アンケート（保護者･地域）　集計結果 【回答率＝76.7％（204人回答／児童数266人)】

（令和２年度　アンケート　　実施期間：１１月１０日～１１月２０日）
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Q1.鈴木タイムは基本事項を身に付ける上で役に立っている。

Q2.鈴木小学習ルールは、充実した授業を行う上で必要である。

Q3.本校の読書活動は、豊かな心を育み、語彙力を高めることにもつながって

いる。

Q4.学校では、友達と一緒に学び合う時間も大切にしている。

Q5.授業はわかりやすい。

Q6.生活スキルや鈴木小のきまりは、日常の生活にも役立っている。

Q7.児童発案の学級での取組や学年の行事は、児童の主体性を育んでいる。

Q8.たてわり班活動や異学年での交流は、児童が相互に高め合う力を育んで

いる。

Q9.オリンピックパラリンピック教育は、児童の「自分も相手も大切にする心」を

育んでいる。

Q10.休み時間や体育の授業等で、運動に親しませ、スポーツのよさを味わわ

せている。

Q11.お子様は、自分の考えについて最後まで説明することができる。

Q12.お子様は、人の話を最後まで聞き、正しく聞き取ることができる。

Q13.お子様は、正しい言葉を使い、進んで挨拶をしている。

Q14.お子様は、人のよいところを見つけている。

Q15.お子様は、人の気持ちを考えて行動しようとしている。

Q16.お子様は、友達と認め合い、励まし合っている。

Q17.お子様は、自分（たち）で、よりよい学校や学級にしようと思っている。

Q18.お子様は、自分（たち）でも解決しようとする気持ちが育っている。

Q19.お子様は、休み時間など日常的に体を動かしている。

Q20.ご家庭では１０分間×学年の家庭学習を行うようにしている。

Q21.ホームページは、コロナ禍の中、情報発信の有効な手段となっている。

Q22.学校は、地域人材や関係機関などを活用した教育活動を行っている。

そう思う どちらかというとそう思う どちらかというとそう思わない 思わない わからない


